
休館日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
年金相談 21日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎66・1230

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ６・13・20・27日 ６日 後６～８

ほか 後１:30～３：30 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142
（福祉こども課）

心配ごと相談 ７・14・21・28日 前９～正午 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 １～３日 

公民館 １～３・11日 

図書館 １～４・17・18・25日

本願清水イトヨの里 １～４・12・18・25日

歴史博物館・民俗資料館 １～４日

和泉郷土資料館 １～４・12・18・25日

越前大野城・笛資料館 １～31日（３月31日まで）

武家屋敷旧内山家
１～４日

武家屋敷旧田村家

文化会館 １～４・18・25日

B&G海洋センター １～４・11・12・18・25日

エキサイト広場 １～３・６・12・13・20・27日

あっ宝んど 12日

平成の湯 １・５・12・19・26日

有終会館 １～３日 

土

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館
●さかだに雪まつり

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

金

防災行政無線訓練放送
　前10～11の間に、約10分間
　防災無線テレホンサービス
　☎ 66・1127

１

８

15

22

29

青少年育成の日

元日 ２

９

16

23

30

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（２・９・16・23・30日）※２日は前９～後９
　日・祝日  前９～後９（１・３・10・11・17・24・31日）

１月１日 元日、１月11日 成人の日には、
みんなで国旗を揚げましょう。

冬季期間

次の施設は
休館しています。
越前大野城、笛資料館は、平成28年３月31日までの間、

休館しています。
ご利用できませんので、よろしくお願いいたします。

【中小企業相談】（商工業に関する相談）

経営（工業） ８日 後１～４

大野商工会議所

☎66・1230

労働 12日 後１～４

金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10～正午

法律 21日 後１～４

税務 22日 後１～４

司法書士相談 20日 後１～４

夜間相談 ７・21日 後５：30～８

和泉地区相談会 ６日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込
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市民カレンダー１月 睦 月
むつき

木

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）
● Carrying Water Project
　タウンミーティング

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）
●はたらく若者定住奨励金
　夜間特別受付

水

３歳児健康診査
　後１～１：40
　保健センター（有終会館内）

火

推定筋肉量定期測定
　前９～後６：30
　保健センター（有終会館内）

無料ストレス相談
　後１：30～４：30
　結とぴあ（有終会館）

１歳半児健康診査
　後１～１：40
　保健センター（有終会館内）
絵本の部屋
　前10～正午　図書館

月

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

●ごみの祝日収集・受け入れ
●齊藤一郎指揮ニューイヤー
　コンサート

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）
●はたらく若者定住奨励金
　夜間特別受付

市民生活課窓口業務延長
　～後８
機能訓練
　後１～３
　保健センター（有終会館内）

日

成人式
　後１～３：30　文化会館

●みんスポクラブ設立10周
　年イベント
●はたらく若者定住奨励金
　休日特別受付

普通救命講習会（要申込）
　前９～正午　消防署
●ごみの第４日曜日受け入れ
●さかだに雪まつり

７

14

21

28

成人の日110番の日

家庭の日

小寒 七草

文化財防火デー

大寒

31

３

10

17

24

４

11

18

25

冬の土用 食育の日

官庁仕事始め ５

12

19

26

６

13

20

27

今月は介護保険料（普通徴収）・後期高齢者医療
保険料（普通徴収）の納付月です！

　　　   ・介護保険料　　　　　　第４期
　　　   ・後期高齢者医療保険料　第７期

◆納期限　２月１日（月）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない方が対象です。
　市発行の納付書で、金融機関などで個別に納めてください。

今 月 の 納 税

市県民税　第４期分
国民健康保険税　第７期分

◆納期限  ２月１日（月）
★納税は便利な口座振替を

ご利用ください●印の行事は別の紙面で詳しく記載
しています。

「はたちの献血」キャンペーン
（１日～２月29日）
防災とボランティア週間

（15日～21日）
全国学校給食週間

（24日～30日）

■

■

■

人権相談・行政相談 ７・21日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館） ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 13日 後１:30～４ 結とぴあ（有終会館）

法律相談 14・28日 後１～４ 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

各種相談日
【保健関係】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 13・20日 前10～11 保健センター（有終会館内） ☎65・7333

（保健センター）

心の健康相談 ６・20日 後２～３
奥越健康福祉センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ５・19日 前９～11
女性相談 ４・７・14・18・21・28日 前９～後５：15
育児不安解消サポート教室（お日さま広場） 13日 前10～11：30 保健センター（有終会館内）

断酒会 17日 後１～３ 学びの里「めいりん」 ☎65・5590

幼児のことばと発達相談 ６・13・20・27日 前９:30～11：30 児童デイサービスセンター（有終会館内） ☎65・8535

補聴器相談 18日 前10～正午 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142
（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ６・13・20・27日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館） ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要申込

要申込

要申込
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〇募集内容
　日々の日常にあふれる音や香り、味わいなど、
幸せを感じる場面や人生の転機などで感じた幸せ
のひとコマや「幸せ」を思い浮かべる身近な場所や
物を募集
　「一般部門」のほかに、「シニア部門」（65歳以上）、

「ジュニア部門」（高校生以下）の３部門で募集
〇募集期間
　１月８日金まで
〇応募方法
　次の①か②について、電子メールで送付して
ください。

①幸福を感じるヒトやモノ、場所などの写真
データ

②幸福を感じたエピソード（100文字程度）
〈送付先〉seisaku@pref.fukui.lg.jp
※タイトルに「幸福日本一ふくい応募【○○部

門】」、本文に氏名、住所、電話番号を書い
てください

〇応募結果
　厳正な審査の上、「幸福度日本一ふくい」を象徴
する「幸福アイテム」を選定
問　県政策推進課（☎0776・20・0226）

　県民の皆さんが日々の日常や人生において感じる「幸せ」を募集します。皆さんから集まった「幸せ」
を活用して、さまざまな企画を検討します。
　具体的な事業は、来年度以降に実施しますので、事業（案）についても、アイデアを募集します。
　１. 募集した中から、「幸福度日本一ふくい」を象徴する「幸せ」のアイテムを選び、県内外に広く発信
　２. 幸せスポットとして整備し、周遊コースを設定。周遊コースを回るスタンプラリーなどを開催
　３. 「個人」が感じる幸せを、「みんな」が感じる幸せへと広げるため、展示会を開催

あなたの「幸せ」を募集します～“あなた”の幸せを“みんな”の幸せに～

・春日神社「良縁の樹」（大野市）：縁結びや夫
婦円満の御利益があるとされる

・結婚や出産、子育てエピソード、花の香り
に春を感じるなど

春日神社「良縁の樹」

例えば…

　若杉町区では、一般財団法人自治総合セ
ンターから宝くじの助成を受けて、祭りや
イベントに使う、エンジン発動機や備品を
保管する物置などの備品を購入しました。

宝くじコミュニティ助成
あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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お知らせ
ごみ祝日・第４日曜日受け入れ
月日　１月11日月成人の日、24日日
時間　午前８時30分～正午、午後

１時～４時30分
場所　ビュークリーンおくえつ
問　大野・勝山地区広域行政事務
　組合（☎66・6690）

年金相談
日時　１月21日木午前10時～午後

３時30分
場所　大野商工会議所
持ち物　年金証書・年金手帳など、

委任状（本人以外の場合）
問　福井年金事務所
　（☎0776・23・4516）

日本年金機構からのお知らせ
街角の年金相談センター福井の

開所のご案内
　日本年金機構からの委託を受け
て全国社会保険労務士会連合会が

「対面による年金相談」を行います。
日程　１月25日月から（土、日、祝

日は休み）
時間　午前９時～午後５時15分まで
場所　アオッサ（福井市）
問　福井年金事務所
　（☎0776・23・4512）

２月は
「相続登記はお済みですか月間」

　県司法書士会では毎年２月は
「相続登記はお済みですか月間」と

定め、無料相談を実施します。
○無料相談
日程　２月１日月～29日月
場所　県内各司法書士事務所

（ホームページに名簿一覧を
掲載していますhttp://www.
fukuishiho-shoshi.or.jp/） 予
約は不要です

○司法書士・税理士による「相続・
遺言に関する登記・税金なんで
も相談会」
日時　２月７日日午前10時～午

後４時
場所　福井県繊協ビル（福井市

大手三丁目７－１）、嚮陽会

館（ 鯖 江 市 桜 町 二 丁 目 ７－
１）、プラザ萬象（敦賀市東洋
町１－１）予約は不要です

問　県司法書士会
　（☎0776・30・0001）

今年度最後のチャンス!!休日
レディース検診を実施します

　「検診を受け忘れた！」という女
性は、ぜひお申し込みください。
日時　２月28日日午前８時30分～

10時15分
場所　保健センター（結とぴあ内）
受診できる検診　特定健診、肺が

ん・胃がん・大腸がん・子宮頸
がん・乳がん検診
料金　乳がん・子宮頸がん・胃が

ん検診は各1000円、大腸がん検
診は500円、肺がん検診は無料

　※無料クーポン券を持っている
人は無料（特定健診は年齢に
よって費用が異なるので受診
券で確認してください）

その他　がん検診は20歳以上な
ら誰でも受診できます（乳がん
検診は40歳以上）。市の発行す
る受診券やクーポン券を紛失
した人は申し込み時に申し出
てください。同じ年度に同じ検
診を２回受診することはでき
ません。申し込みが一定人数に
なった場合、締め切りますので
早めに申し込んでください

問　健康長寿課
　（☎65・7333）

林業退職金共済制度からの
お知らせ

　林業の仕事をしていたことがあ
りませんか？
　林業退職金共済制度（林退共）に
加入していたが、退職金をまだ受
け取っていない人を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、
自身が林退共へ加入していたか分
からない人も調べます。
　また、被災した共済契約者およ
び被共済者に対し、各種手続き（共
済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合は速やかに対
応しますので、問い合わせてくだ

さい。
　詳しくはホームページでも案内
しています。
　http://www.rintaikyo.taisyokukin.
go.jp/
問　独立行政法人勤労者退職金共

済機構（☎03・6731・2887）

募集します
県立盲学校幼児・生徒募集

　平成28年度入学の幼児・生徒
を募集します。
出願期間　１月12日火～18日月
　（ただし、土、日は除く）
受付時間　午前９時～午後４時
選考日　２月４日木
募集学部　幼稚部（満３歳～５歳

の幼児）、高等部普通科・保健
理療科（中学校卒業または卒業
見込みの人）、高等部専攻科理
療科（高校卒業または卒業見込
みの人）
身体条件　両眼の矯正視力がおお

むね0.3未満の人、視力以外の
視機能障がいが高度な人のう
ち、拡大鏡などを使用しても通
常の文字や図形を認識するこ
とが不可能または著しく困難
な人
その他　受験希望の人は、出願手

続きをする前に問い合わせて
ください

問　県立盲学校
　（☎0776・54・5280）

県消費生活モニター募集
　県では、消費者と行政とのパイ
プ役として活動する平成28年度県
消費生活モニターを募集します。
　主な活動は、消費生活について
の苦情や要望の収集、悪質な販売
についての通報、アンケート調査
などです。詳しくは、問い合わせ
てください。
応募資格　市内在住の20歳以上

の人
定員　３人
任期　平成28年４月１日～平成29

年３月31日
締切　１月29日金
問　市民生活課
　（☎66・1111内線1211）

あ
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みんなでスポーツ
竹田式体操教室

　音楽に合わせて、楽しく体操し
ましょう。
日程　（全５回）２月18日～３月17

日の木
時間　午後１時30分～２時45分
場所　上庄公民館
講師　竹田和江さん
定員　20人（先着）
受講料　1000円 （みんスポクラ

ブ会員は無料）
持ち物　タオル、飲み物、５本指

靴下
締切　１月29日金
問　上庄公民館（☎64・1200）

女性の美塾（うつくしじゅく）
　ハーブティーを飲みながら健診
結果説明を聞いた後、プールで簡
単な運動をします。女性限定です

ので、気軽に参加ください。
日時　２月26日金午後１時15分～

３時15分
場所　あっ宝んど
対象　生活習慣病健診を受診した

40歳～74歳の女性
定員　20人
参加料　無料（講座の後、入浴で

きます）
持ち物　水着、水泳帽（貸出可）、

タオル、健診結果票
申込方法　電話で申し込む
問　健康長寿課（65・7333)

里山観察ウオーク
「生きもの冬ものがたり

-スノーシューで行く森の探検！-」
日時　２月27日土午前10時～午後

２時
集合場所　自然保護センター本館
内容　雪の森の中をスノーシュー

やかんじきで探検しながら、動
物やそのフィールドサイン、冬
芽を観察します。ふかふかの雪
の上をスノーシューで歩きな
がら、生きものが厳しい冬を乗
り切るための工夫を探します
対象　雪上でウオーキングできる

人（ただし、中学生以下は保護
者同伴）
定員　30人
参加料　50円（保険代）
申込方法　１月27日水～２月24日

水に電話かファクス、電子メー
ルで申し込む

問　自然保護センター 
　（☎67・1655　FAX67・1656）
　電子メール　sizen-ci@pref.fukui.

lg.jp

日程と内容（全５回）
◎運動

日程　１月５日、２月２日、３月１日の火（２月、３
月は野菜たっぷりメニューの試食があります）

時間　午前10時～11時

◎運動と食事の話
日程　１月19日、２月16日の火
時間　午後２時～３時30分 

対象者　市民
場所　保健センター（結とぴあ内）　
受講料　無料

持ち物　タオル、飲み物、筆記用具
問　健康長寿課（☎65・7333） 

　冬は活動量が減り、体脂肪もたまりやすくなります。
　日々の生活に室内で出来る運動とバランスの良い食事を取り入れて元気に冬を乗り切りましょう。

平成27年度ジュニア育成事業　辻秀一さん講演会
最高のパフォーマンスを発揮するための心の作り方
　実践しやすい方法で、一流スポーツ選手
からも熱い支持を受けているスポーツドク
ターの辻秀一さんを招いてメンタルトレーニ
ングに関する講演会を開催します。
日時　１月９日土午後１時30分～３時30分
場所　学びの里「めいりん」　
対象　市内中・高校生、スポーツ少年団指

導者・保護者、その他団体関係者
定員　150人
入場料　無料
問　スポーツ振興室（☎65・5592）

冬のプチ健康講座
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１月パソコン講座
はじめてのパソコンその１

　ローマ字入力の練習をしましょう。
日時　１月12日火午後７時～９時
場所　学びの里「めいりん」
内容　マウスの使い方、文字入力

などを学びます
講師　おおのＩＴ講師グループ
定員　30人
申込方法　電話かファクス、電子

メールで申し込む
締切　１月８日金
問　生涯学習課
　（☎65・5590　FAX66・2885）

電子メール　shogaigakushu@
city.fukui-ono.lg.jp

花のあるくらし講座
　毎月お家に花を飾り、幸せを感
じてみましょう。
日時　１月16日、２月13日、３月

12日の土午前10時～11時30分
場所　上庄公民館
講師　フラワーショップひろみ
定員　15人程度（先着）
内容　毎月違ったフラワーアレンジ
受講料　各回2000円前後（材料

代、器代）
持ち物　花切りはさみ
締切　１月８日金
その他　１回だけの参加も可
問　上庄公民館
　（☎64・1200）

１月めいりん講座
粘土がお宝に変身

日時　１月16日土午後１時30分～
３時

場所　学びの里「めいりん」
内容　陶芸用粘土で自由に作品を

作ります
講師　宮前敏雄さん

定員　12人 
受講料　500円（材料代）
持ち物　特になし
締切　１月12日火
問　生涯学習課
　（☎65・5590）

お菓子づくり講座
　かりんとうまんじゅうと他２品
を作ります。
日時　１月21日木午後２時～４時
場所　富田公民館
講師　乾民恵子さん
定員　10人 程度（先着）
受講料　300円
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
締切　１月15日金
問　富田公民館（☎66・4101）

Hiro'sの野菜講座
　イチゴのことを詳しく学んだ
後、実際に食べ比べします。
日時　１月23日土午前10時～正午
場所　勤労青少年ホーム（下庄公

民館併設）
講師　野菜ソムリエ泉博子さん、

松田裕子さん
定員　10人（先着）
受講料　800円程度（材料代）
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
締切　１月18日月
その他　締切日以降のキャンセル

は、受講料が掛かります
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

メタボ予防！料理教室
　生活習慣病を予防する健康的な
おかずを３品作ります。
日時　１月28日木午前10時～正午
場所　乾側公民館
講師　食生活改善推進員
定員　10人（先着）
受講料　無料
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
締切　１月22日金
問　乾側公民館（☎66・3756）

ベビ待ちセミナー  妊活落語
「ニンニンジャー」＆妊活料理

　妊娠しやすい料理を食べなが
ら、妊活について語りましょう。
妊活経験者のアドバイスもありま
す。これまで参加していない人で
も参加可能です。
日時　１月30日土午前10時～午後

１時
場所　休日急患診療所
講師　はやおき亭貞九郎さん
定員　20人（先着）
参加料　1500円（材料代）
締切　１月22日金
問　福祉こども課（☎64・5142）

ハローピープル
ビジネスの着眼点～県内企業
の社長インタビューから～
日時　２月６日土午前10時30分～

正午
場所　図書館
内容　数多くの社長インタビュー

を通じて見えたビジネス発想
の着眼点を紹介します
講師　森川徹志さん（ふくい産業

支援センター創業マネージャー）
定員　20人
問　図書館（☎65・5500）

チョコレートのお菓子講座
　グラノーラチョコバーとスノー
ボールクッキーを作ります。
日時　２月12日金午後７時30分～

９時30分
場所　勤労青少年ホーム（下庄公

民館併設）
講師　川端丹美さん
対象　18歳～45歳の人（対象外の

人も空きがあれば参加できます。
締切日に問い合わせてください）
定員　８人（先着）
受講料　1000円（材料代）
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
締切　２月４日木
その他　締切日以降のキャンセル

は、受講料が掛かります
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

教室・講座
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 無料でパソコン使用
　ＩＴ学習支援コーナーを無料で開放
しています。講座の予習・復習など
に利用できます。

利用時間　火木  午後１時～６時
　　　　　水金  午後５時～８時

◆ゆっくりエクセル入門Office2013
　Office2013のソフトを導入した
パソコンを使用して、エクセルの
基本操作をゆっくりとしたペース
で学びます。
日程　（全10回）１月22日～２月24

日の水金
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　１月13日水
その他　テキスト代は2160円

◆メンズビジネスファッション講座
　ビジネスシーンでのＴＰＯに応
じたファッション、おしゃれに見え
るカラーの合わせ方を学びます。
日時　１月28日木午後７時～９時
講師　大嶋歩さん
受講料　4000円
締切　１月14日木

◆パワーポイント入門Office2013
　Office2013のソフトを導入したパ
ソコンを使用して、プレゼンテーショ
ン資料の作成方法を、基礎からゆっ
くりと学びます。
日程　（全８回）２月６日～３月26

日の土
時間　午前９時30分～正午
受講料　１万円
締切　１月22日金
その他　テキスト代は2160円

◆実践講座　クレームの対処と解決
～クレームにしないための秘策～

　クレーム対応の基本と対処法か
ら、真のニーズであるコンプレイン
の収集法まで実践的に学びます。
日程　（全３回）２月18日、３月３日、

17日の木
時間　午後７時～９時
講師　松浦好美さん
受講料　4000円
締切　２月３日水

◆品質管理ＱＣ検定３級受験対策
講座
　 日本規格協会が行っているＱＣ
検定（品質管理検定）３級の受験対
策講座。ＱＣ７つ道具などの解説
と演習も学べ、受験しない人でも
品質管理の知識が身に付きます。
受験申し込みは1月８日金からで
す。各自で申し込んでください。

日程　３月４日、11日の金　
時間　午前９時～午後４時
受講料　8000円
締切　２月18日木
その他　テキスト代は5184円

※各講座の締切日以降のキャンセ
ルは、受講料が掛かります

問　職業訓練センター
　（☎65・6840）

◆ ◆ 職業訓練センター 各種講座案内 ◆ ◆

　高齢者向け優良賃貸住宅の入居者を募集します。
所在地　大野市牛ケ原154－１－１
構造　鉄筋コンクリート造６階建て
募集戸数　３戸（１DK）、２戸（２DK）
対象　60歳以上の単身者。次の人は同居可 ▼配
偶者 ▼60歳以上の親族 ▼特別な理由で同居が
必要と認められる人

要件　入居時に自立した日常生活を送ることがで
き、連帯保証人がいる人。連帯保証人がいない
場合、公正証書の作成が必要
家賃　月額３万4900円～７万円（収入に応じて
家賃変動。共益費、車がある場合駐車場代が別
途必要）　
問　社会福祉法人光明寺福祉会（☎65・7132）

高齢者向け賃貸住宅＜コーポ花山＞入居者募集

　写真展では、応募があった越前大野城の天空、四季、夜景などの写真やポスターを展示します。また、
絵本と年賀状展では大野市出身の絵本作家清水耕蔵さんの作品を展示します。
日程　１月19日火～24日日　平日は午前９時～午後７時、土日は午前９時～午後６時
場所　県立図書館
問　結の故郷推進室（☎64・4824）　　図書館（☎65・5500）

「天空の城 写真展」・「絵本作家清水耕蔵 絵本と年賀状展」を開催します

働くあなたの「相談窓口」開設
　専門のカウンセラーが相談に応じ
ます。予約優先、まずは電話で予約
してください。秘密は厳守します。
日時　１月７日、21日の木午後４時～

８時
相談料　無料

▼ 東二番町家住宅（元町５－６）　１戸（３LDK、
エレベーター完備）
家賃　６万4500円～、共益費4000円、車があ
る場合、駐車場使用料別途4000円必要
※子どもがいる世帯、高齢者・障害者世帯を対
象とした家賃減額制度があります（世帯一律

１万円、第２子から１人につき5000円の減額）
その他　平成27年４月以降に市外から転入し定
住する人を対象とした家賃補助制度があります。
（補助月額は家賃の２分の１、上限２万円で３
年間のみ補助。詳しくは、問い合わせてください）
問　建築営繕課（☎64・4815）

優良賃貸住宅情報
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♪食育～お餅パーティー～　※要予約・７組限定
日時：17日日前10～後０：30
場所：ちっく・たっく （Vio内）
持ち物：エプロン、三角巾、マスク、お茶、箸
参加料：１家族200円

♪子育て塾～マイスターによる身体測定と育児相談～
　日時：19日火前10～正午

場所：ちっく・たっく （Vio内）
※母子手帳を持参してください

♪はじめまして赤ちゃん交流会「絵本の読み聞かせ＆お茶会」
　日時：21日木前10：30～正午　　

場所：ちっく・たっく （Vio内）
♪ベビースポーツ（幼児体育）　※要予約・８組限定

日時：28日木前10：30～11：30
講師：佐々木茉莉子さん
場所：ちっく・たっく（Vio内）
持ち物：飲み物、タオル

ちっくた くっ
の行事予定

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。
ショッピングモールＶｉｏの、定休日を除く毎日開いています。

（前10～後６）　【定休日】 13日水・27日水  
【年始休業】１日金～４日月　【問い合わせは】☎66・3775

☆遊びの広場（たんぽぽ広場）
日時：毎週月～金曜日　前９～後４
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
≪主な行事≫　

【紙芝居の読み聞かせ】４日月前11～
【ふれあい遊び】７日木前11 ～
【エプロンシアター】14日木前11 ～
【英語であそぼ！】18日月前11～
【よみきかせ会】19日火前11～
　※図書館司書による読み聞かせ　　　　　　　　　

【誕生会】21日木前11 ～
【ママのリラックスタイム】22日金前９：30～10：30
　※要申込・４組限定

【はさみでちょきちょき】25日月前10～　
【ままヨガ】26日火前11～　
【キッズ☆キッチン】28日木前10～正午　※要申込

☆育児相談（電話・面接のほかEメールでも可）
日時：毎週月～金曜日　前９～後５
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）

☆公立保育園開放（ほのぼの広場）
日時：５日、19日の火前９～11
場所：大野市公立保育園（春日・あかね・荒島・阪谷・和泉）
※ほのぼの広場終了後は、たんぽぽ広場でお過ごしください

☆民間保育園開放　
いとよ保育園　　　15日金前９：30～11
いなやま保育園　　18日月前９：30～11　※鬼のお面作り
亀山保育園　　　　いつでも見学可　※要申込
篠座保育園　　　　14日木前10～　※雪遊び・要申込
誓念寺保育園　　　９日土前９：30～11
　　　　　　　　　28日木前９：30～正午
　　　　　　　　　※給食試食会あり・要申込
誓念寺中野保育園　９日土前９：30～11
　　　　　　　　　17日日前10～正午
　　　　　　　　　※給食試食会あり・要申込
　　　　　　　　　21日木前９：30～正午
　　　　　　　　　※給食試食会あり・要申込
開成保育園　　　　13日水前９：30～11　
　　　　　　　　　※お店屋さんごっこ
上庄保育園　　　　21日木前９：30～11：30
　　　　　　　　　28日木前９：30～後０：30
　　　　　　　　　※給食試食会あり・要申込

子育て支援センターだより
子育て支援センターは、

子育てをしているおうちの人なら、
どなたでも利用できます。

【問い合わせ】大野市地域子育て支援センター（結とぴあ内）  ☎65・7188  Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

◎子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は、図書館・公民館などにあります。また、大野市のホームページからもご覧になれます。

　児童デイサービスセンターでは、ことばや発達などが
気掛かりな子どもの相談や療育を行っています。相談日
以外でも相談ができますので、いつでも問い合わせてく
ださい。

♥幼児のことばと発達相談（要申込）
　６日水・13日水・20日水・27日水
　午前９時30分～11時30分

【問い合わせ】児童デイサービスセンター　☎65・8535

児童デイサービスセンターから

♥きらきらclub　子育て支援
親子ふれあい遊び、造形遊び、園児と交流遊びなど幼
児教育を親子で体験してみませんか。
毎週火曜日と木曜日　午前９時30分～11時30分（お
やつあり）
年会費　500円　　※14日木より

♥平成28年度入園受付中
保育心理士が子育て相談に応じます

【問い合わせ】大野幼稚園　☎65・3936

大野幼稚園からのお知らせ

♥子育てちびっこサークル
日時　１月13日、20日の水午前９時30分～11時15分

【問い合わせ】旭幼稚園　☎66・4235

旭幼稚園からのお知らせ
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●南部児童センター（☎66・2133） 開催日 時　間 備　考
ふるさとカルタ予選会 ７日 後１～ 小学生
囲碁教室 ８・22日 後３：45～
おやつ会（ぜんざい会） 14日 後４～ 参加料50円 
かんたん工作（プラ板ブローチ、マグネット） 21・22日 後４～ 参加料50円 
ドッジボール大会 29日 後４～

●北部児童センター（☎65・3665） 開催日 時　間 備　考
伝承遊び ４～９日 後１～
すごろくを作って遊ぼう ４～６日 後１～
囲碁教室 ５・19日 後３：45～
おやつ作り（餅を使ったおやつ） 14日 後３：30～ 参加料100円、申込締切13日
寒中体力作り 20日 後４～

●東部児童センター（☎66・5233） 開催日 時　間 備　考
伝承遊び ４・５日 後１：30～
おやつ会（ピザ餅） ６日 後３～ 参加料50円、申込締切５日
ふるさとカルタ予選会 13日 後３：45～ 小学生
囲碁教室 15・29日 後３：45～
かんたん工作 18日 後３：45～ 参加料50円、申込締切16日
寒中宝さがし 27日 後４～

●和泉児童センター（☎78・2655） 開催日 時　間 備　考
ぜんざい会 ８日 後３：30～ 参加料50円
伝承遊び 13～15日 後４～５
ふるさとカルタ予選会 18日 後４～ 小学生

●西部児童センター（☎66・0912） 開催日 時　間 備　考
オセロで遊ぼう ６日 随時
伝承遊び ６・７日 随時
囲碁教室 12・26日 後３：45～
ふるさとカルタ予選会 18日 後３：30～ 小学生

世代間交流「餅つき」 23日 後２：30～
参加料100円、申込締切20
日、エプロン、三角巾、マ
スク、水筒

世代間交流「かき餅作り」 25日 後３：30～ 参加料200円、申込締切20日
トランポリン 毎日 後４～ ※他の行事と重なるときはしません

児童センターの行事予定

※児童センターの行事予定表”センターだより”は各児童センターにあります。また、大野市のホームページからもご覧になれます。

青少年悩みごと相談
（ヤングテレホン）

奥越青少年愛護センター
（市役所内）

☎66・1006

教育・いじめ
なんでも相談

適応指導教室
（青少年教育センター）

または

☎66・7717

0120・117415

子ども救急医療相談
（月～土は後7～11、
日祝は前９～後11）

☎♯8000（短縮ダイヤル）
または

☎0776・25・9955

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っ
ている人は、ぜひ連絡してください。皆さまの協力をお願いします。

問　生涯学習課（☎65・5590）

大野高等学校の部活動：昭和35年ころ撮影

　昭和27年に設けられた大野高等学校畜産部
が、乳牛の飼育実習をしているところです。部
活動は顧問の指導のもと、放課後や休日を利用
して、創意工夫をこらした活動が行われていま
した。

（撮影：大野高等学校　提供者：原雅継さん）

荒島岳登山：昭和33年撮影

　木製のピッケルを持ち、ニッカーズボンをは
いた登山者が、荒島岳近くのブナ林を歩いてい
ます。担いでいるキスリングザックは丈夫で大
容量ですが、上手に使いこなすには技術が必要
でした。

（提供者：河合紀生さん）

ふるさと大野今昔物語

　登山の楽しみと写真に魅せられた、坂井市在住の山
内和子さんの写真集です。
　山内さんは、冬の荒島岳が好きで、何度も登られた
そうです。この本にも、登った人にしか撮ることがで
きない荒島岳山頂や樹氷の写真が掲載されています。
刈込池や白山、立山など山の写真のほか、高山植物や
何気ない風景を撮ったものもあります。
　山での感動を写真に残したいという思い、そして、
まわりの人への感謝の気持ちを込めて作られた本です。

山内和子　著

『私の歩み
山内和子写真集』 

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

ほ
ん
と
う
の
贅
沢
（
吉
沢
久
子
）
時
の

な
が
め（
高
井
有
一
）世
界
遺
産
ガ
イ
ド

２
０
１
６　

私
の
履
歴
書（
古
川
貞
二
郎
）

や
さ
し
い
精
進
料
理（
西
川
玄
房
）

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

ヨ
イ
豊（
梶
よ
う
こ
）墓
標
な
き
街（
逢
坂

剛
）明
治
金
色
キ
タ
ン（
畠
中
恵
）冬
の
光

（
篠
田
節
子
）う
そ
つ
き
う
そ
つ
き（
清
水

社
氏
彦
）

【
児
童
書
】

し
ゅ
る
し
ゅ
る
ぱ
ん（
お
お
や
な
ぎ
ち
か
）

ニ
レ
の
木
広
場
の
モ
モ
モ
館（
高
楼
方
子
）

銀
の
う
で
の
オ
ッ
ト
ー（
パ
イ
ル
）マ
ザ
ー

ラ
ン
ド
の
月（
ガ
ー
ド
ナ
ー
）こ
こ
で
土
に

な
る（
大
西
暢
夫
）

【
絵
本
】

あ
な
に（
長
谷
川
集
平
）
金
の
お
さ
ら

（
ワ
ッ
ツ
）つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と
か
さ

じ
ぞ
う（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
）つ
き
よ
の

ふ
た
り（
井
上
洋
介
）女
王
さ
ま
の
ぼ
う
し

（
ア
ン
ト
ニ
ー
）

新
着
図
書

み
ん
な
の
図
書
館

読書のススメ

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
方
は

結
の
故
郷
推
進
室
ま
で
☎
０
７
７
９
・
64
・
４
８
２
４

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
元
気
を
も
ら
う

美
里
町
長
生
会

　

美
里
町
長
生
会
で
は
、
会
員
の

う
ち
８
人
で「
み
ま
わ
り
隊
」を
結

成
し
、
有
終
東
小
学
校
児
童
の
登

校
を
見
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

児
童
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ

う
、
交
差
点
で
の
誘
導
を
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
か
と
、
学
校
に
相
談

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

学
校
の
了
解
が
と
れ
た
の
で
、
大

野
警
察
署
の
交
通
指
導
の
講
習
を

全
員
で
受
け
、
平
成
26
年
５
月
か

ら
毎
週
月
曜
日
に
会
員
が
交
差
点

で
、
旗
を
持
っ
て
児
童
を
誘
導
し

て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
月
曜
日
だ
け
で
雨
が

降
る
日
は
活
動
し
な
い
と
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
活
動
を
続
け
て
い

く
と
、「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ

を
し
て
く
れ
る
子
ど
も
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

従
い
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
着
も

湧
き
、
雨
の
日
こ
そ
危
険
で
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
と
、
見
守
る
日
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
は
、
会
で

正
式
に
見
守
る
こ
と
を
決
め
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や
帽
子
を
そ
ろ
え
毎
朝
交

差
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
橋
本
治
隆
さ
ん
が
、「
毎

朝
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
あ
い

さ
つ
が
で
き
て
、
逆
に
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
全
く

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
で
は
、
昨
日
の
出
来

事
を
話
し
て
く
れ
る
子
ど
も
や
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
く
れ
る
子
ど

も
ま
で
い
ま
す
。
何
よ
り
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
、
学
校
の
イ
ベ
ン

ト
に
招
待
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
イ
ベ
ン
ト
の「
ワ
ク
ワ
ク

み
つ
ば
ラ
ン
ド
」と「
秋
の
集
会
」で

全
校
生
徒
の
前
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
特
に「
秋
の
集
会
」で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
ク

イ
ズ
を
し
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

２
学
期
末
ま
で
と
決
め
て
い
た

活
動
で
す
が
、
会
で
は
雪
の
降
る

日
も
体
に
無
理
が
な
い
程
度
に
続

け
よ
う
か
と
話
し
て
い
ま
す
。

広告募集中
（１ヵ月 1 枠 1 万円）　　　２枠２万円

問い合わせ先
結の故郷推進室
（☎ 64・4824）
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　武井さんは、昨年の11月15日に開催され
たベンチプレス北信越選手権で男子ジュニ
ア（19～23歳）59㌔級で120.5㌔を上げ日
本新記録で優勝しました。
　そんな武井さんに、どのように大会に臨
んだのかを伺いました。

ー日本新記録の感想は
　練習では、あえて115㌔までで止めていまし
たが、日本記録であった120㌔を超えることが
できて良かったです。ただ、125㌔を目指し
ていたのですが、一歩およばず残念でした。

ーなぜ練習では115㌔で止めていたのですか
　練習で日本記録を超えていると自分の中で
おごりが出ることもあるからです。本番で絶
対に記録を出すぞという気持ちで試技に臨む
ことができました。

ー競技を始めたきっかけは
　父、姉、兄がパワーリフティングをしてい
たので、自然にダンベルに親しんでいました。
パワーリフティングは、ベンチプレス、スク
ワット、デッドリフトの３種目総合で競う競
技です。パワーリフティングのサブジュニア

（14歳～18歳）で日本一になることを目指し
て競技を始めました。

ーつらかった事は
　高校生のとき自分がジムで黙々と練習して
いる中、周りの友達が祭りに行ったり、遊ん
だりしているのがうらやましく、つらかった
です。競技をやめたいと父に言いましたが、
パワーリフティングで日本一になると自分で
言った目標を投げ出して良いのかと諭され、

練習を続けました。結果、高校３年生で日本
一になることができました。
　そして、競技をやめました。それから全く
トレーニングをしない時期が続きました。

ー再び競技に戻った理由は
　あるときダンベルを持ったら、上げること
ができていた重さを上げられません。せめて
元の体力に戻そうとトレーニングを続けるこ
とにしました。もともとベンチプレスが得意
で、気が付いたらベンチプレス日本記録を狙
える位置にいたのです。ジュニアで出られる
最後の年を目標に再スタートし、最高で67㌔
あった体重を59㌔まで減量しつつ筋力を増や
し、５年ぶりに大会に出場しました。

ーパワーリフティングの魅力は
　数十秒というその一瞬の試技に今までやっ
てきたこと全てをぶつけます。大会では生き
るか死ぬかという気持ちで臨みますが、その
緊張感が好きです。
　野球やサッカーとは違い、若さではなく30
歳代、40歳代、50歳代が強い競技です。筋
肉は、60歳になっても鍛えることができます。
実際に60歳を過ぎて競技を始め、日本チャン
ピオンになった人もいます。正しい練習方法
や良い指導者の指導により、努力しただけ結
果が出るところが楽しいです。
　平成30年の福井国体では、自分はまだ若
いので、出場できるほどの実力がつくかどう
か分かりません。練習をして自分の記録がど
れくらいの位置まで上がるかを見極めていき
ます。

こんにちは

武井　風さん　（篠座町・23歳）

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
59
㌔
級

５
年
の
空
白
を
経
て
日
本
新
記
録
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　11月26日、市内５小学校の３年生、４年生の235人
が、文化会館で開催された結の故郷ふるさと学習交流会
に参加しました。
　ふるさとを知り、ふるさとを創る活動の一環として、
市や校区の特徴を紹介し交流します。乾側小学校の児童
は、地区の人口推移、歴史、史跡、企業、米、シバザクラ、
ホタルなどを紹介し、これからも地域の良いところを探
し続けていきたいと発表しました。そのあと、市無形民
俗文化財「雨乞い踊り」を披露。４年の奥村穂佳さんは、

「おどりの練習が大変でした。ホタルが大好きで、大切
にしていきたい」と話してくれました。

小学生がふるさと再発見

　11月25日、越前信用金庫が市に環境保全に役立て
てほしいと、37万円を寄付。同金庫は、社会貢献商
品として「環境クリーン定期預金　エコ想い」を平成20
年から取り扱い、その年の総契約金額の0.02㌫を寄
付しています。
　西野浩一理事長は、「この取り組みが根付いてきま
した。環境保全に使ってほしい」と話していました。
　市では、越前おおのエコフィールド事業で行ってい
るドングリの苗木の育成などに使う予定です。

環境保全活動に役立てて

　市や商工会議所など10団体でつくる越前おおの
雇用創造推進協議会は、厚生労働省から実践型地
域雇用創造事業の採択を受けました。本年度は全
国で23地域が事業採択を受け、県内では唯一の採
択地域となります。
　12月１日、事業実施していく４人に辞令が交付
されました。注目を浴びている天空の城などにち
なんだ商品開発を行うことで、雇用機会の拡大に
つなげていきます。

観光資源を生かし雇用を創出

話題のひろば
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　11月22、23日、「結の故郷越前おおの　新
そばまつり」が市役所駐車場で開催されました。
開会式では、実行委員会関係者やあかね保育園
園児らが、新そばの食べはじめを行い、園児ら
のおどりや市内の和太鼓グループ「越前和太鼓 
祥雲」による演奏が披露されました。
　実行委員会によると、今年のそばの出来は
上々とのこと。８つのそば打ち愛好グループの
ブースでは、打ち立てのそばを求めて大行列が
できていました。京田晃治さん（43歳・坂井市）
は、「福井市や坂井市などからまつりに合わせ
て自転車仲間30人と来ました。おろしそばが
とてもおいしかったです。このあと、いもきん
つばと団子を食べて、ミルク工房に向かいます」
と話してくれました。

大野産の新そばに舌鼓

　11月22日、荒島岳登山道勝原コースを桜の名所に
しようとする「カドハラ桜坂」プロジェクトが始動。西
勝原区や荒島愛山会、ふくい日本花の会、五箇公民
館で作る「カドハラ桜坂建設委員会」が植樹大会で、参
加者約100人らとヤマザクラやシダレザクラなど約
200本を植樹しました。
　計画は、３年計画でスキー場跡地約1.2㌔に植樹し
ます。

荒島岳を桜の名所へ

　11月19日、市と県立恐竜博物館が化石と地層地質の共
同調査に関する協定を結びました。
　今後、中部縦貫自動車道の整備が進んだ際、和泉地区に
ある全国的に数少ない古い地層から新種の化石が見つかる
可能性があると期待されています。
　協定は、化石を共同調査する、重要な化石は同博物館
で登録し管理する、市内での展示に同博物館が協力すると
なっています。岡田市長は「国の宝になるような化石が出
る可能性もあり、連携していきたい」とあいさつ。竹内利
寿館長は「自動車道整備で貴重な化石が見つかれば『化石の
道』としてにぎわい創出が期待できる」と話しました。

化石でにぎわい創出に向け共同調査

話題のひろば
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市 民 の う ご き
平成27年12月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1736世帯（-9世帯）

人　口  3万4826人 （-26人）

〈男〉 1万6613人 （-2人）

〈女〉 1万8213人 （-24人）

◆11月中の内訳
　転入　59人　　出生　15人
　転出　59人　　死亡　41人

編

集

後

記

今月のスナ プッ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
枕
草
子

に「
正
月
一
日
は
、
ま
い
て

空
の
気け
し
き色

も
う
ら
う
ら
と

め
づ
ら
し
う
か
す
み
こ
め

た
る
に
、
世
に
あ
り
と
あ
る
人
は
、
み
な
す
が

た
、
か
た
ち
、
心
こ
と
に
つ
く
ろ
ひ
、
君
を
も
我

を
も
、
い
は
ひ
な
ど
し
た
る
、
さ
ま
こ
と
に
を
か

し
」と
。
こ
れ
が
日
本
の
正
月
で
あ
る
▼
改
ま
っ

た
気
分
で
初
詣
し
、
元
旦
の
空
気
を
吸
う
と
粛
然

と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
。
こ
の「
お
正
月
感
」は

日
本
人
が
持
つ
独
特
の
も
の
だ
▼
最
近
は
万
事
が

簡
素
化
さ
れ
レ
ジ
ャ
ー
化
し
て
き
て
い
る
。
家
族

そ
ろ
っ
て
囲
む
お
せ
ち
料
理
も
出
来
合
い
で
す
ま

せ
、
初
詣
だ
と
さ
っ
さ
と
渋
滞
の
行
楽
地
へ
。
子

ど
も
は
、
Ｉ
Ｔ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
。
凧た
こ

揚
げ
・
羽
根

つ
き
・
歌か

る

た
留
多
と
り
の
遊
び
は
昔
の
遺
物
に
な
っ

た
。
一
見
、
新
し
そ
う
な
流
れ
に
の
っ
て
一
喜
一
憂

し
て
い
る
だ
け
で
よ
い
の
か
▼
未
来
志
向
の
言
葉

に
新
・
初
の
文
字
を
含
ん
だ
年
頭
の
辞
が
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
や
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
吉
事
の
重

な
る
新
し
い
変
化
を
願
い
、
新
し
い
期
待
を
持
つ

こ
と
は
、
新
し
い
年
へ
の
自
然
の
心
の
働
き
で
あ

る
。
冒
頭
の
市
長
の
年
頭
の
辞
に
も「
結
の
故
郷

越
前
お
お
の
」の
未
来
像
が
、
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

申さ
る

年
の
申
の
字
は
、
の
べ
る
・
か
さ
ね
る
と
読
み
、

物
事
が
伸
び
る
年
だ
と
い
う
。
わ
が
ふ
る
さ
と
大

野
が
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
伸
び
て
い
く
の
か
。

君
を
も
我
を
も
、
お
も
ひ
う
か
べ
た
る
、
さ
ま
こ

と
に
を
か
し
。（
Ｈ
・
Ｙ
）

大勢が現代の大野丸に夢中

登
山
者
の

　
安
全
の
た
め
に
！

　

着
任
か
ら
７
カ
月
が
過
ぎ
、
大
野
の
冬
の
寒
さ
に
震
え
て
い
る

日
々
で
す
。

　

11
月
25
日
、
ラ
ピ
ュ
タ
の
会
の
川
端
会
長
と
一
緒
に
犬
山
登
山

道
洪
泉
寺
ル
ー
ト（
天
空
へ
の
小
径
）の
滑
り
や
す
く
危
険
だ
っ
た

部
分
に
階
段
を
作
り
ま
し
た
！

　

そ
の
場
で
使
え
そ
う
な
木
を
探
し
、「
く
い
」と「
く
い
に
渡
す

木
」を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
、
地
面
に
打
ち
込
み
、
木
く
ず
を
ま
い
て

階
段
に
し
ま
す
。

　

一
日
で
は
作
り
き
れ
ず
、
今
後
も
作
業
を
進
め
て
少
し
で
も

安
全
に
、
た
く
さ
ん
の
方
に
登
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
！

　

現
在
、
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
越
前
大
野
城
の
紹
介
看
板
や
、
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
ま
で
の
案
内

看
板
を
設
置
で
き
な

い
か
と
い
う
話
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
は
天
空
の
城
を

ブ
ラ
ン
ド
発
信
で
き
る

よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
奮
闘
日
記 

⑤

天空への小径階段増設中

　
「
雲
海
」と
聞
く
と
、
雲
に
動
き

は
な
く
山
々
が
静
か
に
浮
か
ん
で

い
る
様
を
想
像
し
ま
す
。

　

11
月
23
日
に
現
れ
た
雲
海
は

荒
々
し
く
、
１
０
０
㍍
を
優
に
超

え
る
雲
が
波
と
な
っ
て
、
何
度
か

城
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
波
間
か

ら
城
が
現
れ
る
度
に
周
囲
か
ら
歓

声
が
。
シ
ル
エ
ッ
ト
は
ま
る
で
大

野
丸
。
幕
末
と
同
じ
く
大
野
の
未

来
を
切
り
開
き
ま
す
！

　

今
年
も「
広
報
お
お
の
」を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清水 孝
たかひろ

啓
（神奈川県出身・23歳）

発
行  

福
井
県
大
野
市

 

編
集  

結
の
故
郷
推
進
室
（
☎
０
７
７
９
・ 

 64
・
４
８
２
４
）
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